
産総研が進める橋渡し機能強化のための新たな取り組み

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

名
を
冠
し
た
研
究
室

　

連
携
研
究
室
（
通
称
「
冠
研

究
室
」
）
は
、
産
総
研
の
橋
渡

し
研
究
機
関
と
し
て
の

機
能
を
強
化
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
一
つ

で
、
橋
渡
し
先
の
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
特

化
し
た
研
究
開
発
を
実

施
す
る
た
め
の
研
究
室

で
あ
る
。
冠
研
究
室
を

設

置

す

る

企

業

を

「
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」

と
呼
び
、
そ
の
企
業
名

を
冠
と
す
る
研
究
室
を

開
設
す
る
。
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
は
、
研
究
員

や
研
究
資
金
な
ど
を
、

産
総
研
は
、
研
究
員
・

研
究
設
備
・
知
的
財
産

な
ど
の
研
究
資
源
を
提

供
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
か
ら
の
出
向
研
究
員

と
産
総
研
の
研
究
員
が

と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
研
究
開
発
を

行
う
。
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
知
的
財
産
の
取
り

扱
い
に
対
す
る
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
、
例
え
ば
、
「
冠
研

究
室
で
生
み
出
さ
れ
た

特
許
発
明
の
独
占
的
実

施
権
の
一
定
期
間
（
10
年
間
程

度
）
の
許
諾
」
、
「
研
究
成
果

に
基
づ
く
事
業
化
に
必
要
な
産

総
研
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
知

的
財
産
の
実
施
権
（
必
要
に
応

じ
て
独
占
的
実
施
権
を

含
む
）
の
許
諾
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
冠
研

究
室
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

ニ
ー
ズ
に
特
化
し
た
研

究
開
発
を
行
う
こ
と
、

②
企
業
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
人
・
技

術
・
デ
ー
タ
を
集
結
さ

せ
る
こ
と
、
③
基
礎
研

究
か
ら
実
用
化
ま
で

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
の

3
点
で
あ
る
。
冠
研
究

室
の
設
置
の
要
件
と
し

て
は
、
「
年
間
1
億
円

以
上
、
か
つ
3
年
以
上

継
続
し
て
研
究
資
金
を

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か
ら

冠
研
究
室
に
提
供
す
る

こ
と
」
、
「
冠
研
究
室

に
参
画
す
る
産
総
研
常

勤
研
究
員
の
人
件
費

に
、
エ
フ
ォ
ー
ト
に
応

じ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

か
ら
提
供
さ
れ
る
研
究

資
金
を
充
当
で
き
る
こ

と
」
と
し
て
い
る
。
平

成
28
年
12
月
現
在
、
4

つ
の
連
携
研
究
室
が
設

置
さ
れ
、
環
境
整
備
や

具
体
的
な
研
究
活
動
を
開
始
し

て
い
る
。

企業ニーズに特化した新たな研究開発体制

連
携
研
究
室

　

産
総
研
は
平
成
28
年
度
か

ら
、
経
済
産
業
省
が
進
め
る

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
リ
ー
ナ
構
想
」
の
一
環
と
し

て
、
大
学
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
設
置
す
る
産
学
官

連
携
研
究
拠
点
「
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
」
、
通
称

「
Ｏ
Ｉ
Ｌ（
オ
ー
・
ア
イ
・

エ
ル
）」の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
平
成
32

年
度
ま
で
に
10
拠
点
以

上
の
Ｏ
Ｉ
Ｌ
の
設
置
を

目
指
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｌ
は
、
大
学
で

の
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
研
究

と
、
産
総
研
の
産
業
技

術
研
究
が
融
合
す
る
こ

と
の
相
乗
効
果
と
、
こ

れ
ら
の
技
術
の
実
用
化

を
念
頭
に
置
い
て
い
る

企
業
が
参
加
す
る
こ
と

で
製
品
化
や
新
産
業
を

創
出
す
る
こ
と
を
理
念

に
掲
げ
て
い
る
。
Ｏ
Ｉ

Ｌ
を
設
置
す
る
目
的

は
、
①
基
礎
研
究
、
応

用
研
究
、
開
発
・
実
証

を
切
れ
目
な
く
実
施
で

き
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
研

究
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
、
②
大
学
な
ど
の
教

員
と
産
総
研
の
研
究
員

を
兼
ね
る
ク
ロ
ス
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
な
ど
を
活

用
し
、
研
究
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
、
③
大
学
院
生
を
産
総
研
リ

サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

雇
用
し
、
産
業
界
で
活
躍
で
き

る
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
実
践

的
博
士
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

の
３
点
で
あ
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｌ
は
原

則
、
大
学
内
に
産
総
研
の
研
究

室
を
設
置
し
て
、
当
該
研
究
室

で
３
者
（
大
学
、
産
総

研
、
企
業
）
が
集
ま
っ

て
研
究
を
行
う
体
制
を

整
備
す
る
。
そ
の
た
め
、

修
士
課
程
、
博
士
課
程

の
大
学
院
生
は
、
大
学

内
の
他
の
研
究
室
と
同

様
に
Ｏ
Ｉ
Ｌ
に
所
属

し
、
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
と
し
て
、
産
総

研
や
企
業
か
ら
の
研
究

員
と
一
緒
に
Ｏ
Ｉ
Ｌ
の

研
究
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
産
総
研
や

企
業
と
連
携
し
た
研
究

に
携
わ
る
こ
と
で
、
産

業
界
で
の
活
躍
も
で
き

る
実
践
的
な
博
士
人
材

へ
と
成
長
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。
平
成
28

年
12
月
現
在
、
４
拠
点

の
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
名
古
屋
大

学
、
東
京
大
学
、
東
北

大
学
、
早
稲
田
大
学
に

開
設
し
、
研
究
環
境
の

整
備
や
具
体
的
な
研
究

活
動
を
開
始
し
て
い

る
。
産
総
研
は
、
Ｏ
Ｉ

Ｌ
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
大
学
な
ど
の
基
礎

研
究
と
、
産
総
研
の
目

的
基
礎
研
究
・
応
用
技
術
開
発

を
融
合
し
、
産
業
界
へ
の
技
術

の
「
橋
渡
し
」
を
推
進
し
て
い

く
。

大学キャンパス内に設置する独自の連携研究拠点

製品化・新産業の創出

基礎研究 目的基礎研究
応用技術開発

大学等 産総研

企 業

共同研究
クロスアポイ
ントメント

オープンイノベーションラボラトリ

双方向の知の交流

産
総
研
と
大
学
と
の

「
知
の
共
創
の
場
」

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ

　

Ｇ
ａ

Ｎ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（
ガ

ン
・
オ
ー
・
ア
イ
・
エ
ル
）
で

は
、
従
来
の
半
導
体
材
料
よ
り

も
高
性
能
な
素
材
と
し
て
注
目

さ
れ
る
ガ
リ
ウ
ム
系
の
窒
化
物

を
使
っ
た
半
導
体
技
術
の
研
究

開
発
を
行
う
。

　

窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（
Ｇ
ａ
Ｎ
）

は
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
素
材
と
し

て
知
ら
れ
、
発
光
デ
バ
イ
ス
と

し
て
の
利
用
範
囲
を
広
げ
て
き

た
。
ま
た
、
従
来
の
半
導
体
素

材
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
で
は
難
し

い
高
周
波
領
域
で
の
高
出
力
化

が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ

ａ
Ｎ
を
使
っ
た
半
導
体
デ
バ
イ

ス
を
使
用
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
に
優
れ
、
高
速
で
動
作

す
る
電
子
機
器
が
実
現
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
Ｇ
ａ
Ｎ
系
半
導
体
デ
バ
イ

ス
技
術
は
、
高
度
情
報
化
社
会

の
実
現
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解

決
の
た
め
に
重
要
な
技
術
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学

で
は
、
平
成
26
年
に
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
天
野
浩

教
授
を
中
心
に
、
Ｇ
ａ
Ｎ
に
関

す
る
革
新
的
な
基
礎
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
産
総
研

は
、
デ
バ
イ
ス
の
産
業
化
に
つ

な
が
る
多
数
の
研
究
開
発
を
、

結
晶
装
置
メ
ー
カ
ー
や
大
手
家

　

オ
ペ
ラ
ン
ド
計
測
技
術（
実
環

境
動
的
計
測
技
術
）
は
材
料
や
デ

バ
イ
ス
な
ど
の
開
発
を
大
幅
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
基
盤

技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ

（
オ
ペ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
・
ア
イ
・
エ

ル
）
で
は
、
オ
ペ
ラ
ン
ド
計
測
技

術
の
開
発
や
、
こ
の
技
術
を
活
用

し
た
材
料
・
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を

行
う
。

　

日
本
の
産
業
競
争
力
強
化
に

向
け
た
新
た
な
産
業
の
創
出
や

価
値
の
創
成
に
は
、
新
素
材
や
革

新
デ
バ
イ
ス
技
術
を
開
発
す
る

た
め
の
新
し
い
原
理
・
原
則
の
追

求
や
、
製
造
効
率
の
向
上
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
実
際

に
材
料
や
デ
バ
イ
ス
が
反
応
・
動

作
し
て
い
る
環
境
下
で
、
刻
々
と

変
化
す
る
分
子
構
造
や
欠
陥
状

態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
す

る
オ
ペ
ラ
ン
ド
計
測
技
術
は
、
機

能
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
製
造

プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
に
つ
な
が

り
、
材
料
や
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
開

発
に
貢
献
す
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
物
性
研
究
所
や
大
学
院
新

領
域
創
成
科
学
研
究
科
な
ど
、
物

性
物
理
学
で
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
革
新
的
な
基
礎
研
究
や
分
野

横
断
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
一
方
、
産
総
研
は
、
長
年
、

電
メ
ー
カ
ー
、
大
学
な
ど
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
行
っ
て
き
た

実
績
が
あ
る
。

　

Ｇ
ａ
Ｎ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ
で
は
、

Ｇ
ａ
Ｎ
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広

い
窒
化
物
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の

研
究
開
発
を
産
総
研
と
名
古
屋

大
が
連
携
し
て
行
い
、
窒
化
物

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
実
用
化
と

社
会
へ
の
導
入
を
推
進
す
る
。

窒
化
物
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
産

業
化
・
実
用
化
の
た
め
に
、
パ

ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
回

路
技
術
や
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の

設
計
／
評
価
技
術
・
製
造
プ
ロ

セ
ス
技
術
な
ど
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
技
術
や
、
結
晶
制
御
技
術
を

活
用
し
た
Ｇ
ａ
Ｎ
系
高
指
向
性

Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
発
光
デ
バ
イ
ス
技

術
の
研
究
開
発
を
進
め
る
。

計
測
技
術
の
研
究
開
発
を
行
っ

て
き
た
こ
と
に
加
え
、
素
材
や
デ

バ
イ
ス
の
メ
ー
カ
ー
や
大
学
な

ど
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
生

体
機
能
材
料
、
新
素
材
、
革
新
デ

バ
イ
ス
な
ど
の
産
業
化
に
つ
な

が
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
た
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
—
Ｏ
Ｉ

Ｌ
で
は
、
東
京
大
学
と
産
総
研
の

双
方
の
シ
ー
ズ
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
最
先
端
の
オ
ペ
ラ
ン
ド
計

測
技
術
を
高
度
化
・
複
合
化
し
て

複
合
分
析
手
法
を
確
立
し
、
そ
れ

ら
の
手
法
と
材
料
・
デ
バ
イ
ス
技

術
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

生
体
模
倣
材
料
や
新
規
ナ
ノ
材

料
な
ど
の
新
材
料
の
創
成
、
高
性

能
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
な

ど
の
革
新
デ
バ
イ
ス
の
研
究
開

発
を
進
め
る
。

産総研・東大 先端オペランド計測技術オープン
イノベーションラボラトリ（OPERANDO-OIL）

産総研・名大 窒化物半導体先進デバイスオープン
イノベーションラボラトリ（GaN-OIL）

窒化ガリウムで新世代の半導体材料を開発

　

Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
Ｍ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ

（
マ
ッ
サ
ム
・
オ
ー
・
ア
イ
・

エ
ル
）
で
は
、
数
理
科
学
と
計

算
材
料
科
学
を
融
合
さ
せ
て
、

材
料
モ
デ
リ
ン
グ
技
術
の
体
系

化
と
、
材
料
の
構
造
・
機
能
・

形
成
プ
ロ
セ
ス
の
相
関
原
理
を

明
確
に
し
て
材
料
開
発
の
加
速

化
を
目
指
す
。

　

近
年
、
鍵
と
な
る
機
能
性
材

料
の
飛
躍
的
な
性
能
向
上
や
新

し
い
機
能
に
よ
る
製
品
の
差
別

化
に
よ
る
新
し
い
産
業
・
市
場

の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
製
品
を
構
成
す
る
部

素
材
の
構
造
な
ど
が
複
雑
に
な

り
、
製
品
の
開
発
期
間
は
長
期

化
傾
向
に
あ
る
。
機
能
性
材
料

は
、
個
々
の
市
場
規
模
は
小
さ

い
も
の
の
、
各
市
場
で
高
い

　

Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（
シ
ー

ビ
ー
ビ
ー
デ
ィ
ー
・
オ
ー
・
ア

イ
・
エ
ル
）
は
、
情
報
解
析
技

術
を
高
度
化
し
、
生
体
シ
ス
テ

ム
の
解
明
や
制
御
を
目
指
し
た

研
究
開
発
を
行
う
。

　

現
在
、
バ
イ
オ
分
野
へ
の
情

報
技
術
の
導
入
は
、
医
薬
品
分

野
を
は
じ
め
食
品
分
野
、
化
学

品
分
野
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
産

業
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
高
速
で
最
適
な
情
報
解
析

技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
早

稲
田
大
学
は
、
1
細
胞
単
位
で

の
挙
動
を
解
析
す
る
シ
ン
グ
ル

セ
ル
解
析
に
関
し
て
日
本
最
大

の
技
術
を
蓄
積
し
て
お
り
、
新

し
い
生
命
デ
ー
タ
創
出
に
向
け

て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
基
礎
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
超

シ
ェ
ア
を
確
保
で
き
る
分
野

で
、
日
本
発
の
材
料
が
高
い

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に
は
、
市

場
導
入
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
東
北

大
学
原
子
分
子
材
料
科
学
高
等

研
究
機
構
（
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
）
は
、

「
数
学
」
、
特
に
離
散
幾
何
解

析
学
を
活
用
し
て
複
雑
材
料
の

構
造
を
解
析
す
る
な
ど
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
材
料
構
造
解
析

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
産
総
研

は
、
機
能
材
料
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
計
算
科
学
に

よ
る
部
素
材
の
機
能
向
上
な
ど

機
能
性
材
料
の
技
術
シ
ー
ズ
の

産
業
化
を
め
ざ
す
「
橋
渡
し
」

研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
Ｍ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ

で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
と
産
総
研
が

連
携
し
て
、
材
料
の
構
造
・
機

能
・
プ
ロ
セ
ス
の
相
関
原
理
の

明
確
化
を
目
指
す
研
究
開
発
を

行
う
。
数
理
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
強
力
な
柱

と
し
、
広
範
囲
な
材
料
に
対
し

て
有
効
な
普
遍
的
手
法
を
開
発

し
、
そ
れ
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
次
世
代
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
材
料
や
電
池
材
料
な
ど
の

機
能
性
材
料
の
応
用
範
囲
が
格

段
に
広
が
る
こ
と
を
目
指
す
。

高
速
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の

情
報
解
析
技
術
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
配
列

か
ら
の
機
能
・
構
造
・
相
互
作

用
予
測
に
関
す
る
情
報
解
析
技

術
に
も
秀
で
て
い
る
。
一
方
、

産
総
研
は
、
大
規
模
な
ゲ
ノ
ム

配
列
を
比
較
し
て
遺
伝
子
の
機

能
や
疾
病
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
ゲ
ノ
ム
上
の
変
異
な
ど
を
効

率
的
に
見
つ
け
出
す
技
術
や
、

疾
患
に
と
も
な
う
後
天
的
な
ゲ

ノ
ム
修
飾
の
異
常
を
高
精
度
に

検
出
す
る
技
術
を
持
ち
、
こ
れ

ら
の
情
報
解
析
技
術
は
世
界
有

数
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
ま
た
、

遺
伝
子
発
現
デ
ー
タ
な
ど
の
数

値
デ
ー
タ
か
ら
細
胞
内
で
の
遺

伝
子
同
士
や
タ
ン
パ
ク
質
同
士

の
相
互
作
用
を
推
定
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
モ
デ
リ
ン
グ
情
報
解

析
技
術
の
研
究
開
発
実
績
が
多

く
あ
る
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
—
Ｏ
Ｉ
Ｌ
で
は
、

早
稲
田
大
学
が
も
つ
日
本
有
数

の
生
体
シ
ス
テ
ム
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
、
産
総
研
と
早
稲
田
大
学

の
双
方
の
情
報
解
析
シ
ー
ズ
技

術
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
生
命

現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
シ
ス
テ

ム
と
し
て
理
解
し
、
疾
病
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
究
極
の
個
別

化
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
す
研

究
開
発
を
行
う
。

産総研・東北大 数理先端材料モデリングオープン
イノベーションラボラトリ（MathAM-OIL）

産総研・早大 生体システムビッグデータ解析オープン
イノベーションラボラトリ（CBBD-OIL）

天野浩教授インタビュー

●設立年月日：平成28年4月1日　●所在地：名古屋大学東山キャンパス

●設立年月日：平成28年6月30日　●所在地：東北大学片平キャンパス●設立年月日：平成28年7月29日　●所在地：早稲田大学西早稲田キャンパス

●設立年月日：平成28年6月1日　●所在地：東京大学柏キャンパス

　

大
学
は
学
部
、
学
科
に
細
か
く
分

か
れ
、
研
究
者
の
関
心
や
交
友
範
囲

も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
専
門
分
野
に

偏
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｏ

Ｉ
Ｌ
は
、
産
総
研
や
企
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
専
門
家
と
「
リ
ン

ク
」
が
で
き
、
新
し
い
モ
ノ
を
生
み

出
す
場
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｌ
は
同
時
に
、
大
学
と
社
会

を
「
リ
ン
ク
」
す
る
場
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。
大
学
の
研
究
も
、
最
終
目

標
は
社
会
に
成
果
を
還
元
し
て
い
く

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も

基
礎
研
究
を
実
用
化
に
つ
な
げ
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
も
つ
産
総
研
と
の
連
携
は

あ
り
が
た
く
、
ぜ
ひ
、
一
緒
に
新
し

い
モ
ノ
を
世
の
中
に
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

オペランド計測技術で新材料創成を支援

情報解析で生体システムを解明・制御 数理科学を応用し材料開発を加速

―天野 浩（名古屋大学　未来材料・システム研究所 未来エレクトロニクス集積研究センター　センター長・
教授、産業技術総合研究所　桂冠フェロー）
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